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給田
脚下照顧

副校長 片山 裕治

早いもので１学期のまとめの月となりました。どの学年の子供たちも充実した学校生活

を送ることができています。先日の学校公開では、延べ約 2400 人の方に参観していただ

きました。また、学年によっては学習ボランティアへのご協力もいただきました。ありが

とうございました。

さて、本校では豊かな心の育成の一環として、「返事」「挨拶」「後始末」を大切にして

います。児童朝会でも、校長講話として全校児童に「はきものをそろえる」の話がありま

した。

本校の靴箱には、次の詩を児童が読みやすいようにところどころに貼ってあります。

「はきものをそろえると 心もそろう／心がそろうと はきものもそろう／

ぬぐときそろえておくと はくときに心がみだれない／

だれかがみだしておいたら だまってそろえてあげましょう／

そうすればきっと世界中の人の心もそろうでしょう」

この詩を紹介したあと、「自分の靴をまずそろえることが大切であり、それができる人

は、落ち着いた生活ができる。そして、相手のことを思う、思いやりの心が育つ。」こと

を伝え、各学級でも繰り返し指導をしています。

この指導を行った後は、靴箱の上履きや下履きをそろえるだけでなく、「後始末」とし

て、休み時間に使った一輪車やボールの片付けを意識している子供たちの姿をよく見かけ

ます。

この詩を作った長野県円福寺の住職 藤本幸邦氏は、第二次世界対戦終戦の直後、多く

の子供たちを預かり、家族のようにして育てられました。その頃、玄関の靴が乱れている

のを見て、この詩を作り、子供たちを諭したそうです。また、このお寺の修行寺の玄関に

は「脚下照顧（きゃっかしょうこ）」という立て札があり、その意味の「自分の足元を見

よ」「自分の行いを見よ」ということを、子供たちにも分かるように、そしてそれがいつ

も行動として身につくようにと考えたのだそうです。

普段の様子を見ていると、給田小学校の子供たちは「返事」「挨拶」はだんだんと身に

付いて来ているようですが、「後始末」は少し難しいようです。これをきっかけに「後始

末」が少しずつでも実践でき、身に付いてくことを願っています。

７月の生活指導目標

『ものを大切に使おう』
一学期も残り一ヶ月。新しい学年、学級にも慣れ、新しい友達もたくさんできたことで

しょう。この校舎がいつまでも今のようにピカピカのままであってほしいものですね。そ

のためには生活する私たち一人一人が、校舎や教材、自分のものを大切にすることが肝心

です。落書きや傷などがない、気持ちのよい校舎で学び続けることができるよう心がけま

しょう。そして給田小学校は校舎も子どもたちもよい学校であると、いつまでも胸を張っ

て言えるようにしたいものですね。

７・８月の行事予定
１日（金） 一斉歯磨き

４日（月） 保護者会（１・３・６年）１５：００～

５日（火） 都学力調査（５年） クラブ活動

７日（木） 保護者会（２・４・５年）１５：００～

８日（金） 水曜時程 避難訓練（集団下校）

１１日（月） 音楽鑑賞教室（５年）

１２日（火） ６時間授業（４・５・６年）

１３日（水） 水曜時程 ５時間授業

１４日（木） わかたけ活動

１５日（金） 給食終了 一斉歯磨き 歯ブラシ持ち帰り

２０日（水） 水曜時程 終業式 大掃除 環境整備日

２１日（木） 夏季休業日始 前期夏季水泳指導開始（～８月５日）

サマースクール（午前）（～２３日（土））

個人面談（午前）（～８月３１日）

２２日（金） 日光林間学園事前健診（６年）

２５日（月） 日光林間学園（６年）（～２７日）

８月２２日（月） 後期夏季水泳指導開始（～８月２６日）

９月 １日（木） 始業式 登校時刻（８：０５～８：１５） 水曜時程 ４時間授業

大掃除 避難訓練（引き渡し）

２日（金） 給食始 計測（５・６年）

【給食費引き落としについて】

７月の給食費の引き落としを７月１２日（火）２０日（水）に行います。金額は次

のとおりです。低学年 ３７００円 中学年 ４１００円 高学年 ４４５０円

【人格の完成をめざして】
○７月のテーマ 『良心』
何がよいことかを考え、自分自身で行動を決めていますか？

・他の人に迷惑をかけることはしないよ。
・うそはつかないよ。
・友だちを大切にしているよ。
・おつりを多くもらったら、ちゃんと返すよ。


